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国保・後期高齢者ヘルスサポート事業 データヘルス計画・保健事業に関する実態調査＜国保連合会＞（案）  

 

 選択設問について  

 ○は単数選択設問です。選択肢の中から一つをお選びください。 

 □は複数選択可能設問です。当てはまる選択肢すべてに☑チェックを付けてください。 

 

問１ 連合会の基本情報についてお答えください。（平成 28年 4月 1日時点） 

（１）基本情報 

 連合会名  

（2）職種別の保健事業担当者数 

 事務職 保健師 その他 合計 

人 人 人 人 

 

問２ 保険者が効果的・効率的に保健事業を行えている条件として、どのような要素があると考えられますか（複数選択可）。 

□既存事業の達成要因・未達の理由を明らかにした上で、データヘルス計画を策定している 

□データ分析により、地域の特性を把握し、論理・ストーリーのつながりを意識しながら分析結果を活用している 

□地域の特性、対象者の性・年齢構成等を考慮して、健康課題が抽出されている 

□抽出された健康課題と個別保健事業が対応している 

□個別保健事業の中で達成可能な目的・目標が設定されている 

□個別保健事業の優先順位を付けている 

□個別保健事業計画の評価や見直しを行っている 

□その他（                          ） 
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問３ 支援・評価委員会の支援により気付きがあり、効果的な変化が見られた保険者等の事例をご記入ください。 

 
保険者名 

推薦理由 

支援の内容 支援による気付き 効果的な変化内容 
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問 4 データヘルス計画の策定支援にあたり、保険者がどのような点に課題を抱えていて、実際にどのような支援が行われ、その結果どのような課題が解決（未解

決）されましたか。管内の保険者全体について客観的な感想をお答えください。 

 

保険者は、計画策定時に、 

どのような課題を抱えていることが

多いですか（複数選択可）。 

□計画策定手順         

□疾病等の専門知識の不足      

□データ分析の方法          

□分析に必要なデータ不足   

□アウトプット目標の設定方法     

□アウトカム目標の設定方法 

□事業の優先順位付けの方法      

□庁内の連携 

□医師会との連携 

□その他医療機関との連携 

□評価の方法 

□PDCA サイクルによる事業展開の仕方 

□その他（                                                      ） 

□特に課題はなかった 

上記の課題に対応して、具体的

にどのような支援が行われましたか

（複数選択可）。 

□支援・評価委員会による計画策定のプロセスに関する助言    

□支援・評価委員会によるデータ分析手法についての助言 

□支援・評価委員会によるデータの見方に関する助言        

□支援・評価委員会による課題抽出にあたっての助言 

□支援・評価委員会による目標設定の考え方に関する助言    

□支援・評価委員会による事業の優先順位付けの方法に関する助言 

□支援・評価委員会による対象者の設定方法に対する助言 

□支援・評価委員会による庁内連携促進に対する助言（支援・評価委員会の場に国保担当部署だけではなく、他部署も出席させる） 

□支援・評価委員会による委託事業者への依頼の仕方に対する助言 

□支援・評価委員会による事業評価方法に対する助言 
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□国保連合会による支援・評価委員会開催前後のヒアリング、フォロー 

□国保連合会によるデータ提供                    

□国保連合会による国の政策動向等に関する情報提供 

□その他（                                                      ） 

上記の支援によって、問題が解消

された課題および、残された課題

はそれぞれ何ですか（複数選択

可）。 

解決された課題 

□計画策定の手順       

□疾病等の専門知識の不足□データ分析の方法        

□分析に必要なデータ不足  

□アウトプット目標の設定方法     

□アウトカム目標の設定方法 

□事業の優先順位付けの方法 

□庁内の連携 

□医師会との連携ができていない      

□その他医療機関との連携ができていない 

□評価の方法     

□PDCA サイクルによる事業展開の仕方 

□その他（                        ） 

□特に課題はなかった 

残された課題 

□計画策定の手順       

□疾病等の専門知識の不足□データ分析の方法 

□分析に必要なデータ不足  

□アウトプット目標の設定方法     

□アウトカム目標の設定方法 

□事業の優先順位付けの方法 

□庁内の連携 

□医師会との連携      

□その他医療関係機関との連携 
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□評価の方法     

□PDCA サイクルによる事業展開の仕方 

□その他（                        ） 

 

 

問 5 データヘルス計画を保険者が策定するにあたり、計画に盛り込むべき要素は何だと考えますか（複数選択可）。なお、下記に挙げる項目以外で計画に盛り込

むべきだと考える要素については、その他の欄にご記入ください。 

 □現状分析 ＜□既存事業の評価   □各種データ（※1）の定量的分析  □質的情報（※2）の分析＞ 

□保険者が抱える健康課題の明確化  □目標並びに評価指標の設定      □個別保健事業の選択と実施内容    □計画の評価方法    □計画の見直し   

□計画の公表・周知に関する事項    □事業運営上の留意事項        □計画の進捗状況のモニタリングの方法   □個人情報保護に関する事項   

□保健事業の質を確保するための方策   

□その他（                                                                  ） 

（※1）健診データ、レセプト（医療費）データ、人口動態統計、介護データ等 

（※2）日ごろの保健活動における住民の声、地域の状況について課題と感じていることや思いについて、数値では把握できないもの 

 

 

問 6 平成 27年度に策定されたデータヘルス計画について、PDCAサイクルに沿った計画を策定している保険者名を 3つまで挙げてください。また、その保険者の計

画について好事例として特に推薦する理由をご記入ください。 

 保険者名 推薦する理由 
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問 7 「国保・後期高齢者ヘルスサポート事業 ガイドライン」（以下、ガイドライン）についてお答えください。 

（1）連合会ではデータヘルス計画の策定や個別保健事業の実施・評価にあたり、ガイドラインに追加して作成した資料がありますか。どのようなものを作成されましたか（複数選

択可）。 

□データヘルス計画のひな形              □事業目的・目標設定のシート等 

□個別保健事業の実施企画書のひな形      □個別保健事業評価の評価表 

□進捗管理表                      □その他（                                                                 ） 

（2）今後、データヘルス計画の策定、個別保健事業の実施・評価にあたり、支援・評価委員会の委員がガイドラインに掲載を求める内容は何ですか（複数選択可）。 

□より詳細なデータ分析方法    □課題・目標設定の具体例   □個別保健事業のメニュー    □ポピュレーションアプローチの方法 

□事業の連携体制の取り方    □外部委託の際の留意点 

□事業評価の具体的方法     □その他（                                                                     ） 

（3）今後、データヘルス計画の策定、個別保健事業の実施・評価にあたり、事務局がガイドラインに掲載を求める内容は何ですか（複数選択可）。 

□より詳細なデータ分析方法   □課題・目標設定の具体例   □個別保健事業のメニュー    □ポピュレーションアプローチの方法 

□事業の連携体制の取り方   □外部委託の際の留意点 

□事業評価の具体的方法    □その他（                                                                     ） 

 

 

問 8 運営委員会・国保中央会に求める支援内容について、それぞれ以下の項目にご記入ください。 

 運営委員会に求める支援内容  

 

国保中央会に求める支援内容  
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問９ 国保連合会としての保険者支援の中で都道府県とどのような連携をしましたか。具体的な内容をご記入ください。 

 

 

問 10 支援・評価委員会、事務局としての保険者支援の取組について、１年目（平成 26年度）と２年目（平成 27年度）を比べたときに、どのような変更点が

ありましたか。変更のきっかけとなった事象、きっかけにより得られた気付き、その気付きによって 2 年目に変更した点、それぞれについて具体的にご記入くださ

い。 

 

変更のきっかけ 

（複数選択可） 

□１年目の取組みの振り返りを行ったこと   

□報告会や研修会等で他の連合会の取組を知ったこと 

□１年目と２年目で特に変更はなかった 

□その他（                                      ）  

 きっかけにより得られた気付き 

（例：他の連合会の支援形態） 

 

 気付きによって 2年目に変更した点 

（例：支援対象保険者に対する研修会形式での支援を実施した） 

 

 
 


